




Experimen七alStudy on the Cyclic Elasto-plastic Behavior of Concrete-filled S七eel日bularColumns 
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A lot of steel bl'idge piers are accepted instead of reinforced concrete bridge piers at city highway 
rece凶ly.The Great Hansrun Earthquake on 1995 caused several types of damage in steel structures 
Many types of local buckling appeared in elevated steel bridge piers. 1n this paper， prepare 5 pipes 
sectioned specimens. Quasi-static cyclic loading tests assuming seismic force were conducted to 










































ここで、 ay 鋼材の降伏応力、 E:鋼材のヤング率、



























柱長 h(mm) 1800 
外径 D(ml1) 318，5 
板厚 七(mm) 6，9 
径厚比パフメータ Rt 0，058 
細長比パラメータλ 0.407 
降伏応力 uv(l王gf/mm2) 32，14 
ヤング率 E(kgf/mm2) 21000 
ポアソン比 V 0，3 
報i力比 P/Py 0，2 
水平降伏荷重 Hy(tf) 9，2 
水平降伏変位 oy(ml1) 10，16 
表2 供試体概要
供試体名 コンクリート充填両さ 夕、イアフフム
COD-U OD (0%) 伍
CID-U 1D (18%) 無
CID-S 1D (18%) 有
C1.5D-U 1.5D (27%) 無
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4釘 -1000 0 1∞0 川 3000
Strain (X 10-6) 
(b) コンクリート1D充填・リブ有 (CID-S)
図7 コンクロートの荷重←ひずみ曲線
89 
(5)いずれの供試体も 40yまでは包絡曲線の傾きがほ
ぼ等しいが、 40y以降は傾きに差が出ている。充填
コンクリートの効果が現れるのは 50y以降であり、
変位の増大に従いその差は明瞭となる。そして、劣
化域の傾きはコンクリートの充填高さが高くなる程
大きくなる。
4・2エネルギー吸収量の比較
各供試体の水平荷重一水平変位履歴曲線の面積を累積
した累積エネルギー吸収量を図 6に示す。いずれの供
試体もほぼ同じような吸収量推移を示しており、コンク
リートの充填高さによる違いはあまり見られない。ただ
し、ダイアフラムを有する CID-Sは途中で実験を中
止しているため、本来ならさらにエネルギー吸収が期待
できると考えられる。
4・3ダイアフラムによる効果の検討
充填コンクリート内部に設置したモールドゲージより
得られたコンクリートの鉛直荷重鉛直ひずみ曲線を図
7に示す。コンクリート1D充填・リブ無(CID-U)(図
7-(a)参照)とコンクリート1D充填・リブ有(CID-S)
(図 7一(b)参照)のコンクリー卜のひずみを比較する
と、コンクリート1D充填・リブ無(CID-U)は変位 5
oyまではひずみの増減が顕著で、ないのに対し、コンク
ロート1D充填，リブ有(CID-S)は荷重が増加するご
とに圧縮ひずみも増加している。つまり、圧縮力がコン
クリートにも伝達され、鋼管とコンクリートで効率良く
分担していることが分かる。このことから、コンクリー
ト上部にダイアブラムを設けることで、充填コンクロー
トの効果がより発揮されることが分かる。
5 まとめ
本研究ではコンクリートを充填した円形鋼管柱の繰り
返し載荷実験を行い、コンクリートの充填高さとコンク
リート上部に設置したダイアブラムが鋼管の強度と変形
能に及ぼす影響を調べた。実験によって得られた結論を
以下に示す。
1)充填したコンクリ)トは鋼管の局部座屈発生を遅ら
せ、耐荷力を向上させるロ
2)最大耐荷力はコンクリートの充填高さに比例するが、
劣化域における耐力はコンクロートの充填高さに反比
例し減少する(包絡線の劣化勾配が大きくなる)。
3)累積エヰミルギー吸収量はコンクリート充填高さに依
存しないc
4)コンクリート上部に設置したダイアフラムは、コン
クリートの抜けを抑制し鋼管の最大耐荷力を向上させ
ることから有効である。
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